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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　温度センサと湿度センサとを備え、内視鏡内部の湿度をモニタする湿度モニタ手段と、
　前記湿度モニタ手段を機能させる電源を供給する蓄電手段と、
　前記湿度モニタ手段のモニタ結果に応じて異常を通知する異常通知手段と、を備え、
　前記湿度モニタ手段は、所定の温度以上において、前記湿度が所定の値以上となった場
合に、当該内視鏡にリークがあるものと判定し、前記異常通知手段に異常を通知させるこ
とを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記異常通知手段による通知を解除するリセット手段をさらに備えることを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記異常通知手段は、異常を、当該内視鏡の外装部の所定の位置に備えられた表示手段
の表示により通知することを特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記所定の位置は、当該内視鏡から出力される画像信号を処理するためのプロセッサと
の接続部分であるコネクタ付近であることを特徴とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記湿度モニタ手段は、当該内視鏡から出力される画像信号を処理するためのプロセッ
サへ提供される当該内視鏡固有の情報を管理する管理手段が含まれるチップ内に含まれる
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ことを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項６】
　当該内視鏡から出力される画像信号を処理するためのプロセッサから供給される電源を
前記湿度モニタ手段に供給する状態と、前記蓄電手段から供給される電源を前記湿度モニ
タ手段に供給する状態とを切り替える機能を有する電源監視手段をさらに備えることを特
徴とする請求項１から５のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記電源監視手段は、前記プロセッサから供給される電源を前記湿度モニタ手段に供給
する状態において、当該電源を前記蓄電手段に供給すると共に前記蓄電手段を充電する機
能を有することを特徴とする請求項６に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記電源監視手段は、
　前記プロセッサと当該内視鏡が接続されている場合に、前記プロセッサから供給される
電源を前記湿度モニタ手段に供給する状態とし、
　前記プロセッサと当該内視鏡の接続が解除されている場合に、前記蓄電手段から供給さ
れる電源を前記湿度モニタ手段に供給する状態とする
ことを特徴とする請求項６または７に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オートクレーブ等の滅菌装置により滅菌処理される内視鏡の劣化を検出する
ための機能およびそれを備える内視鏡に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　医療用の内視鏡は各患者への使用毎に洗浄・消毒若しくは滅菌処理が行われる。内視鏡
に対するそれらの処理は院内における感染症等を防止するために必要不可欠である。内視
鏡の洗浄消毒・滅菌処理には、例えば、専用の内視鏡用洗浄消毒器や、高圧蒸気滅菌（オ
ートクレーブ）装置やＥＯＧ（エチレンオキサイドガス）滅菌装置等が使用される。これ
らの装置では、装置の種類や使用環境（例えば、各国の医療関係の法令やガイドライン、
内視鏡の使用頻度や病院の方針等）によって、その処理条件（使用ガス、温度、湿度、時
間、圧力等）は多かれ少なかれ異なる。
【０００３】
　オートクレーブの処理温度条件は、使用環境により異なるが、一般的には１１５℃から
１３８℃程度の範囲で設定される。また、処理時間条件は、３分から６０分程度の範囲で
設定される。例えば、一般的なプレバキュームタイプのオートクレーブ装置は、内視鏡を
収容した滅菌室内を減圧状態にするプレバキューム工程と、その後に滅菌室内に高温高圧
蒸気を送り込んで滅菌を行う滅菌工程とが含まれる。プレバキューム工程は後の滅菌工程
の際に内視鏡の細部にまで高温高圧蒸気が行き渡るようにするための工程である。
【０００４】
　上述のようなオートクレーブに対応している内視鏡には、プレバキューム工程時の減圧
による内視鏡の破損を防止するため、内視鏡の所定の位置に圧力調整用の逆止弁が設けら
れている。この逆止弁は、内視鏡内部の圧力が内視鏡外部と同等ないしは低いときに閉じ
た状態であり、内視鏡内部を密封し、内視鏡内部の圧力が内視鏡外部の圧力よりも高いと
きに開いた状態となり、内視鏡内部を内視鏡外部に対して開放する機能を有する弁である
。この逆止弁を備えることにより、内視鏡内部は、プレバキューム工程において滅菌室が
減圧されると共に減圧され、滅菌室内とほぼ同様の圧力となる。したがって、オートクレ
ーブ対応の内視鏡は、プレバキューム工程時における減圧による内視鏡の破損を防止する
構成を有している。また、滅菌工程では、滅菌室内に高温高圧蒸気が送入されるため、内
視鏡内部よりも滅菌室のほうが圧力が高くなる。そのため、滅菌工程時は、逆止弁は閉じ
た状態を維持する。これにより、逆止弁からの高温高圧蒸気の流入を防止している。（参
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考：特開２００４－１０５７４７）
【０００５】
　しかしながら、オートクレーブでは、内視鏡を減圧や高温高圧蒸気の環境下に置くため
、その熱、圧力、湿気等により、内視鏡は少なからず負担を受ける。オートクレーブを繰
り返し行うと、内視鏡の外装部材は、繰返し荷重による疲労、加水分解等による脆化、ゴ
ム部材の劣化等が起こるため、結果としてリークが発生し、高温高圧蒸気が内視鏡内部に
入り込むという問題が生じる。内視鏡にリークがある状態で、オートクレーブを繰り返し
行うと、内視鏡内部に入り込んだ高温高圧蒸気は、電子回路のイオンマイグレーション、
金属部材の酸化、固体潤滑剤（二硫化モリブデン等）の固化等を引き起こす原因となる。
【０００６】
　上述のような事情から、従来より、内視鏡のリークを検出する機能を備えた様々な装置
が開発されている。例えば、特許文献１には、ポンプを用いて内視鏡内部にエアを送出し
て、内視鏡内部の圧力変化を測定することにより、内視鏡内部の空気漏れを検出する機能
を備えた装置が開示されている。
【０００７】
【特許文献１】特許３１１７２６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　内視鏡の日常的なメンテナンスには、洗浄・消毒・滅菌、保管等様々な作業が含まれる
。そのようなメンテナンス作業は、作業内容が簡単であり、且つ作業工程が少ないほうが
、作業者の負担が減ると共に作業中のミスも減少するため好ましい。
【０００９】
　内視鏡のリークの検出作業は日常的なメンテナンス作業の一つである。内視鏡のリーク
は、オートクレーブ等様々な環境下における内視鏡の度重なる使用により生じる。内視鏡
のリークがあると、上述のように内視鏡の内容物の破損、劣化等を誘発することになるた
め、日常的にその検出作業が行われる必要がある。この作業も当然簡単であるほうが望ま
しい。
【００１０】
　ところが、特許文献１のような装置は、内視鏡のリークを検出することは可能であるも
のの、内視鏡とは別個の装置であるため、作業者は、その装置を内視鏡に取り付けたり、
内視鏡に応じて測定条件を設定したり等様々な煩雑な作業を行わねばならない。したがっ
て、より簡単に内視鏡のリークを検出したいという要望があった。
【００１１】
　そこで本発明は、上述した従来技術の問題点に鑑みてなされたものであり、煩雑な作業
を行うことなく、リークを検出可能な内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の課題を解決するため、本発明では、温度センサと湿度センサとを備え、内視鏡内
部の湿度をモニタする湿度モニタ手段と、湿度モニタ手段を機能させる電源を供給する蓄
電手段と、湿度モニタ手段のモニタ結果に応じて異常を通知する異常通知手段と、を備え
、湿度モニタ手段は、所定の温度以上において、湿度が所定の値以上となった場合に、当
該内視鏡にリークがあるものと判定し、異常通知手段に異常を通知させることを特徴とす
る内視鏡を提供する。
【００１３】
　この構成によれば、本発明に係る内視鏡は、外部機器による測定を必要とすることなく
、内視鏡に異常（リーク）があるかどうかを判定することができる。すなわち、内視鏡に
リークがあれば、オートクレーブの滅菌工程時に高温高圧蒸気が内視鏡内部にいくらか浸
入するため、温度および湿度を測定することにより、高温高圧蒸気の浸入を検知すること
で内視鏡のリークを検出することができる。また、この内視鏡はその異常を通知する手段
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を備えるため、作業者は、他の検査装置等を用いることなく、且つ特別な作業を必要とす
ることなく、内視鏡のリークを発見することができる。
【００１４】
　また、異常通知手段による通知を解除するリセット手段をさらに備えることを特徴とす
る。
【００１５】
　また、異常通知手段は、異常を、当該内視鏡の外装部の所定の位置に備えられた表示手
段の表示により通知することを特徴とする。そして、所定の位置は、当該内視鏡から出力
される画像信号を処理するためのプロセッサとの接続部分であるコネクタ付近であること
を特徴とする。
【００１６】
　また、モニタ手段は、当該内視鏡から出力される画像信号を処理するためのプロセッサ
へ提供される当該内視鏡固有の情報を管理する管理手段が含まれるチップ内に含まれるこ
とを特徴とする。
【００１７】
　また、当該内視鏡から出力される画像信号を処理するためのプロセッサから供給される
電源を湿度モニタ手段に供給する状態と、蓄電手段から供給される電源を湿度モニタ手段
に供給する状態とを切り替える機能を有する電源監視手段をさらに備えることを特徴とす
る。また、その電源監視手段は、プロセッサから供給される電源を湿度モニタ手段に供給
する状態において、当該電源を蓄電手段に供給すると共に蓄電手段を充電する機能を有す
ることを特徴とする。さらに、その電源監視手段は、プロセッサと当該内視鏡が接続され
ている場合に、プロセッサから供給される電源を湿度モニタ手段に供給する状態とし、プ
ロセッサと当該内視鏡の接続が解除されている場合に、蓄電手段から供給される電源を湿
度モニタ手段に供給する状態とする。
【発明の効果】
【００１８】
　したがって、本発明は上記の構成により、煩雑な作業を行うことなく、リークを検出可
能な内視鏡を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、図を参照して本発明に係る内視鏡の具体的な実施形態を説明する。
【００２０】
　図１は、本発明の実施形態における内視鏡１を示す図である。内視鏡１は患者の体腔内
に挿入される挿入部を有する所謂電子スコープであり、その使用時には、画像処理装置（
プロセッサ）に接続される。内視鏡１は、挿入部１０、鉗子口５０、操作部６０、接続ケ
ーブル７０、コネクタ８０を有する。
【００２１】
　挿入部１０は、体腔内に挿入される管であり、軟性部２０と、湾曲部３０と、先端部４
０とを有する。軟性部２０は、可撓性を有すると共に本体（操作部６０等）をねじったと
きに湾曲部３０と先端部４０とが追従して回るだけのねじれ方向に対する剛性を兼ね備え
ている。湾曲部３０は、後述するように術者による操作部６０のノブ操作により湾曲し、
先端部４０を様々な方向へ向ける機能を有する。また、挿入部１０は、各種信号ケーブル
、光源からの照明光を伝送するためのライトガイド、鉗子を挿通するための処置具挿通チ
ャンネル等をその内部に挿通している。
【００２２】
　先端部４０には、例えばＣＣＤ等の撮像素子が備えられている。ＣＣＤは、その受光面
において受光した光の強弱からなる被写体の光学像を信号電荷に変換し画像信号として出
力する。ＣＣＤから出力された画像信号は信号線を通ってコネクタ８０へ伝送される。
【００２３】
　鉗子口５０は、患部の止血や生体組織の採取等の様々な医療処置を行うための鉗子類を
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挿入する部位である。術者は、医療行為の内容に応じて様々な鉗子を鉗子口５０から挿入
する。鉗子口５０に挿入された鉗子は、挿入部１０内の処置具挿通チャンネルにより案内
され、先端部４０の先端から送出される。
【００２４】
　操作部６０は、湾曲部３０を湾曲させるための操作ノブ、その他吸引ボタンや送気・送
水ボタン等を備えている。術者は、操作ノブを操作することにより、湾曲部３０を上下左
右に湾曲させて観察領域を自在に変更したり、挿入部１０を体腔内の経路に沿って挿入し
やすくしたりすることができる。また、操作部６０は、術者が内視鏡１を使用する際に、
内視鏡１を掴む部分（把持部）となる。
【００２５】
　コネクタ８０は、内視鏡１をプロセッサに接続する部位である。コネクタ８０により、
内視鏡１はプロセッサ内の画像処理回路と光源にそれぞれ電気的或いは光学的に接続され
る。例えば、内視鏡１から出力される画像信号はコネクタ８０を介して画像処理回路へ伝
送され、光源（不図示）から照射される照明光は、コネクタ８０を介して内視鏡１へ供給
される。
【００２６】
　また、コネクタ８０には、図示しないが、逆止弁が設けられている。この逆止弁は、前
述のように、内視鏡１内部の圧力が内視鏡１外部と同等ないしは低いときに閉じた状態で
あり、内視鏡１内部を密封し、内視鏡１内部の圧力が内視鏡１外部の圧力よりも高いとき
に開いた状態となり、内視鏡１内部を内視鏡１外部に対して開放する機能を有する弁であ
る。この逆止弁を備えることにより、内視鏡１内部は、オートクレーブによるプレバキュ
ーム工程において滅菌室が減圧されると共に減圧され、滅菌室内とほぼ同様の圧力となる
。
【００２７】
　さらに、コネクタ８０には、ＬＥＤ等の表示手段１１０が設けられている。表示手段１
１０は、後述するように、内視鏡１内部にオートクレーブの高温高圧蒸気が浸入し、内視
鏡１の内部が所定の湿度以上となったときに点灯する。すなわち、表示手段１１０の点灯
はリークによる異常を示すものである。作業者は、この表示手段１１０を見ることにより
一目で、異常か否かを判断することができる。なお、表示手段１１０の配置は、図の位置
に限定されるものではない。また、コネクタ８０ではなく操作部６０に備えられていても
よい。
【００２８】
　光源から出力された照明光は、コネクタ８０、接続ケーブル７０、操作部６０、挿入部
１０等の内部に沿って配設されたライトガイドを介して先端部４０へ伝送され、先端部４
０の先端面から射出される。射出された照明光は患部を照射する。ＣＣＤは、その照明光
による反射光を受光することにより撮像を行う。
【００２９】
　本発明の実施形態では、オートクレーブによる滅菌工程による高温高圧蒸気の浸入を検
出するための検出ユニットを内視鏡１の内部に備える。検出ユニットは、例えば、コネク
タ８０の内部に備えられる。なお、検出ユニットは、コネクタ８０の内部ではなく、例え
ば、操作部６０の内部に備えられてもよい。
【００３０】
　以下、本発明の実施形態における検出ユニット１００について説明する。
【００３１】
　図２は、検出ユニット１００の機能ブロック図である。検出ユニット１００は、温度セ
ンサ１０１、湿度センサ１０２、Ａ／Ｄ変換部１０３、Ａ／Ｄ変換部１０４、マイコン１
０５、エラー情報保持部１０６、電源監視部１０７、バッテリ１０８（蓄電手段）、リセ
ット手段１０９、表示手段１１０を有する。なお、検出ユニット１００において、Ａ／Ｄ
変換部１０３および１０４、マイコン１０５、エラー情報保持部１０６、電源監視部１０
７、バッテリ１０８（以下、それらをまとめて「本ユニット１２０」とする）は一箇所に
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集中して配置されていることが好ましいが、温度センサ１０１、湿度センサ１０２、リセ
ット手段１０９、表示手段１１０は本ユニット１２０から離れて配置されていても良い。
そのような構成とすることで、例えば、温度センサ１０１や湿度センサ１０２の配置の自
由度が増す。
【００３２】
　温度センサ１０１は、例えば、トランジスタやダイオード等の温度特性を利用したＩＣ
タイプの温度センサが使用される。ＩＣタイプの温度センサは出力に対する温度特性がリ
ニアであるものが多いため測定精度を高くすることができる。例えば、温度センサの出力
電圧と温度とのテーブルを作成する際、リニアであれば、出力電圧と温度との関連付けが
容易となるため測定精度が向上する。しかし、温度センサ１０１は、必ずしもＩＣタイプ
に限定される必要はなく、例えばサーミスタ等であってもよい。一方、熱伝対等の温度差
を検出するタイプの温度センサは使用しない。それは、熱伝対の場合、その両端に温度差
を発生させる必要があるため、オートクレーブ時に均一な温度となる内視鏡１の内部での
使用は困難だからである。温度センサ１０１からのアナログ出力信号（電圧値又は電流値
）は、接続線を介してＡ／Ｄ変換部１０３に入力される。また、図示しないが、温度セン
サ１０１がＩＣタイプである場合は、バッテリ１０８から電源供給を受ける。
【００３３】
　湿度センサ１０２は、オートクレーブの滅菌工程の上限温度である１４０℃程度に耐え
うるものが使用される。例えば、MgCr2O4-TiO2系やTiO2-V2O5系のセラミック湿度センサ
を使用することが好ましい。MgCr2O4-TiO2系は、動作湿度範囲１～１００％ＲＨ、温度範
囲１～１５０℃程度である。TiO2-V2O5系は、動作湿度範囲１５～１００％ＲＨ、温度範
囲０～１５０℃程度である。湿度センサ１０２は、温度および湿度に対するインピーダン
ス特性を測定することにより、湿度をモニタすることができる。湿度センサ１０２には交
流電圧が印加される（例えば、１Ｖ、１ｋＨｚの交流電圧。それらの値に限定するもので
はないが、電圧、周波数は固定であるものとする）。その交流電圧は例えば、マイコン１
０５の所定の回路において生成され、湿度センサ１０２に供給される。湿度センサ１０２
は、インピーダンスの値を示すアナログ信号を出力する回路を備える。その出力信号はＡ
／Ｄ変換部１０４に入力され、デジタル信号に変換された後、マイコン１０５に入力され
る。また、図示しないが、湿度センサ１０２に備えられた回路を駆動するための電源はバ
ッテリ１０８により供給される。なお、湿度センサ１０２の構成は上述のものに限定され
ず、例えば、セラミック素子のみであり、インピーダンスの算出はマイコン回路１０５内
において行われても良い。
【００３４】
　Ａ／Ｄ変換部１０３およびＡ／Ｄ変換部１０４は、温度センサ１０１および湿度センサ
１０２からのアナログ出力信号をデジタル信号に変換する機能を有する。例えば、温度セ
ンサ１０１からのアナログ出力信号が電圧値を示す場合（以下、電圧値として説明するが
電流値であってもよい）、Ａ／Ｄ変換部１０３は、所定のサンプリングレートおよび所定
のビット数で量子化を行い、電圧値をnビットの整数で表現したデジタル信号に変換する
。その後、Ａ／Ｄ変換部１０３から出力されたデジタル信号はマイコン１０５へ入力され
る。Ａ／Ｄ変換部１０３は、図示しないが、バッテリ１０８から電源供給を受ける。なお
、後述するようにＡ／Ｄ変換部１０３では高いサンプリングレートは要求されない（例え
ば１Ｈｚ以下でもよい）。Ａ／Ｄ変換部１０４もＡ／Ｄ変換部１０３と同様に機能する。
【００３５】
　マイコン１０５は、Ａ／Ｄ変換部１０３およびＡ／Ｄ変換部１０４からのデジタル信号
を受信し、温度センサ１０１による検知温度を示す電圧値ＶＴと、湿度センサ１０２によ
る検知インピーダンスを示す電圧値ＶＩｍとをモニタする機能を有する。マイコン１０５
には、温度センサ１０１の温度特性に基づいた電圧値ＶＴと温度データＴとを関連付ける
温度テーブルと、および湿度センサ１０２のインピーダンス－温度特性に基づきインピー
ダンスの電圧値ＶＩｍと温度の電圧値ＶＴとから湿度データＭを決定可能な湿度テーブル
とが備えられている。したがって、本発明の実施形態では、温度センサ１０１および湿度
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センサ１０２の測定結果から温度Ｔと湿度Ｍを求めることができる。そして、温度センサ
１０１により検出される温度Ｔが例えば１１０℃以上であり、且つ湿度センサ１０２によ
り検出される湿度Ｍが例えば９０％ＲＨ以上である場合に、オートクレーブ時に内視鏡１
内部に高温高圧蒸気が浸入したものと判断する（すなわち、リークがあると判断する）。
その判断において、１１０℃以上を条件としている理由は、例えば、１１０℃以下の場合
であっても、湿度の高い日（或いは湿度の高い環境）では、室温程度で９０％ＲＨを超え
てしまう場合も有り得るため、そのような場合も含むものとすれば、高温高圧蒸気が浸入
されたかどうかを正確に判断することができなくなることに鑑みたものである。なお、上
述の説明では、温度Ｔの判断基準を１１０℃、湿度Ｍの判断基準を９０％ＲＨとしたが、
それらの値は限定されるものではなく、状況に応じて適宜設定・変更が可能である。
【００３６】
　マイコン１０５は、具体的には、温度テーブルにおいて温度Ｔ＝１１０℃に対応する電
圧値がＶＴ１であるとすると、Ａ／Ｄ変換部１０３から入力された電圧値がＶＴ１以上と
なるかどうかを判定する。電圧値ＶＴがＶＴ１以上であればその電圧値をＶＴ２（ＶＴ１

を含む）とし、湿度テーブルから、湿度９０％ＲＨにおいて電圧値ＶＴ２に対応するイン
ピーダンスを示す電圧値ＶＩｍ２を抽出する。その電圧値ＶＩｍ２が、ＶＩｍの上限値と
なる。すなわち、マイコン１０５において、Ａ／Ｄ変換部１０４から入力された電圧値が
ＶＩｍ２以下であれば湿度Ｍが９０％ＲＨ以上であると判断され、電圧値がＶＩｍ２より
も大きければ湿度Ｍが９０％未満であると判断される。
【００３７】
　また、マイコン１０５は、温度センサ１０１から出力されＡ／Ｄ変換部１０３を経て入
力された電圧値がＶＴ１以上であり、且つ湿度センサ１０２から出力されＡ／Ｄ変換部１
０４を経て入力された電圧値がＶＩｍ２以下であれば、エラー信号を出力する機能を有す
る。マイコン１０５により出力されるエラー信号は、エラー情報保持部１０６によりエラ
ー情報として保持される。すなわち、エラー情報保持部１０６は、例えば、１ビットを保
持可能なラッチ回路である。エラー情報保持部１０６に保持されたエラー情報は、リセッ
ト操作がなされるまで解除されない。リセット操作は、スイッチング素子等からなるリセ
ット手段１０９を用いて作業者の操作により行われる。リセット手段１０９によりリセッ
ト信号（例えばグランド）が、マイコン１０５の所定の端子に入力されると、エラー情報
保持部１０６に保持されているエラー情報は消去される。
【００３８】
　表示手段１１０は、エラー情報保持部１０６にエラー情報が保持されている状態で点灯
した状態となる。表示手段１１０は、上述のようにコネクタ８０等に備えられているため
、この表示手段１１０の点灯により作業者は異常がある旨、すなわち、内視鏡１内部に高
温高圧蒸気が侵入したこと（リークしていること）を知ることができる。
【００３９】
　なお、上述した、マイコン１０５による、温度および湿度の判定方法は、一例であって
それらに限定されるものではなく、例えば、マイコン１０５は、入力された各デジタル信
号を、対応する各テーブルにより温度データおよび湿度データに変換し、その後温度デー
タが１１０℃以上を示すかどうかおよび湿度データが９０℃以上を示すかどうかを判定す
る構成であってもよい。
【００４０】
　また、Ａ／Ｄ変換部１０３およびＡ／Ｄ変換部１０４では、高いサンプリングレートが
要求されないものと説明した。その理由は、オートクレーブによる滅菌工程において温度
が１１０℃以上となる時間は数分から数十分（或いは数時間）程度であることに起因する
。その時間内に少なくとも一回マイコン１０５により温度および湿度が判定されれば、オ
ートクレーブの滅菌工程時にリークがあったかどうかがわかる。よって、温度および湿度
を判定する周期が例えば数秒から数十秒程度であったとしても十分にカウント可能である
。このような構成によれば、Ａ／Ｄ変換器１０３およびＡ／Ｄ変換器１０４において高周
波を使う必要がなく、ノイズ対策の面でも有利となる。
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【００４１】
　また、マイコン１０５において、湿度のモニタだけではなく温度もモニタしている理由
は、上述したようにオートクレーブ時と通常時（オートクレーブ時以外の状態）とを区別
するためである。すなわち、例えば、病院の処置室内に保存している状態であっても、常
温時の室内の湿度が高くなる場合もありうる。内視鏡は前述のように逆止弁を備えている
が、室内等の大気圧下においては、室内の空気が内部に入りこみ得る。また、オートクレ
ーブ終了後に減圧状態にある内視鏡１内部を外部に開放する作業を行う必要もあるため、
その内部に空気が入り込む。したがって、高温高圧蒸気以外の空気等により湿度が９０％
以上となることもありうる。そのため、オートクレーブ時に高温高圧蒸気のみを検出すべ
く、温度もモニタしている。
【００４２】
　なお、上述の説明では、Ａ／Ｄ変換部１０３およびＡ／Ｄ変換部１０４は、マイコン１
０５とは別に備えられる構成であったが、それらはマイコン１０５内に備えられる構成で
あってもよい。また、エラー情報保持部１０６も、マイコン１０５内に備えられる構成で
あってもよい。
【００４３】
　また、マイコン１０５は、プロセッサ（不図示）と通信するためのインターフェース機
能を備える。つまり、マイコン１０５はプロセッサとの間でデータの送受信が可能である
。なお、マイコン１０５は、本発明の実施形態の検出ユニット１００の一部品であるが、
同時に、内視鏡１の装置ＩＤやプロセッサにおける画像処理時に必要なパラメータ等、内
視鏡１の固有情報を管理する機能をも併せ持つ。それら内視鏡１の固有情報は通信により
プロセッサに供給される。従来から、固有情報を管理・送信等するためにマイコンを用い
る内視鏡は存在していた。本発明は、そのような従来の内視鏡が備えるマイコンに対し機
能を一部追加するとともに、温度センサ１０１、湿度センサ１０２やその他バッテリ１０
８等の周辺部材を追加した構成である。したがって、検出ユニット１００は、その構成部
材を全て新たに内視鏡に追加せずとも、従来から内視鏡に備えられている構成を利用して
実現可能である。
【００４４】
　電源監視部１０７は、内視鏡１に備えられた電源回路（不図示）からのメイン電源が供
給されている状態（例えば、内視鏡１とプロセッサの接続時）では、メイン電源をマイコ
ン１０５へ供給する。メイン電源が供給されていない状態（例えば、内視鏡１がプロセッ
サから接続解除されている状態）では、バッテリ１０８を電源としてマイコン１０５等へ
供給するよう切り替える機能を有する。また、電源監視部１０７は、メイン電源が供給さ
れている状態では、バッテリ１０８を充電する機能も有している。このような構成により
、内視鏡１に備えられる検出ユニット１００は、電池交換作業等の煩雑な作業をする必要
がなく、温度や湿度をモニタすることができる。なお、バッテリ１０８は、キャパシタ等
の他の蓄電手段に置き換えられても良い。
【００４５】
　プロセッサは、プロセッサと内視鏡１が接続された状態において、内視鏡１からの画像
信号を受信する機能や、マイコン１０５と通信を行う機能等を有する。また、プロセッサ
は、モニタ等の外部表示装置に対して内視鏡１が撮像した映像を表示させる機能を有する
。また、マイコン１０５がエラー信号を出力した際、そのエラー情報がエラー情報保持部
１０６に保持されると共に、表示手段１１０が点灯するものと説明したが、例えば、マイ
コン１０５は、エラー情報保持部１０６に保持されているエラー情報をプロセッサに出力
する構成としてもよい。その場合、プロセッサに接続されたモニタ等によりそのエラー情
報を表示させることができる。
【００４６】
　図３は、本発明の実施形態における、マイコン１０５において実行される処理を示すフ
ローチャートである。以下の処理において、メイン電源がＯＦＦになるとは電源監視部１
０７へメイン電源が供給されていた状態から供給されなくなった状態に切り替えられるこ
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とを示すものであり、メイン電源がＯＮになるとは電源監視部１０７へメイン電源が供給
されていない状態から供給される状態に切り替えられることを示すものである。
【００４７】
　ステップＳ１０１では、メイン電源がＯＦＦになったかどうかが判定される。すなわち
、電源監視部１０７において、マイコン１０５への電源供給がメイン電源からバッテリ１
０８へ切り替えられたかどうかが判定される。メイン電源がＯＦＦとならなければ（ステ
ップＳ１０１：ＮＯ）、本処理は待機状態となる。メイン電源がＯＦＦとなれば（ステッ
プＳ１０１：ＹＥＳ）、ステップＳ１０２へ進む。
【００４８】
　ステップＳ１０２では、温度センサ１０１からＡ／Ｄ変換部１０３を経て入力されるデ
ジタル信号が示す温度Ｔ（電圧値ＶＴ）をモニタする。ステップＳ１０３では、ステップ
Ｓ１０２でモニタされた温度Ｔが１１０℃以上（電圧値ＶＴ１以上）であるか否かが判定
される。１１０℃未満であれば（ステップＳ１０３：ＮＯ）、ステップＳ１０６へ進む。
１１０℃以上であれば（ステップＳ１０３：ＹＥＳ）、ステップＳ１０４へ進む。
【００４９】
　ステップＳ１０４では、湿度センサ１０２からＡ／Ｄ変換部１０４を経て入力されるデ
ジタル信号をモニタする。ステップＳ１０５では、ステップＳ１０４でモニタされたデジ
タル信号から湿度が９０％ＲＨ以上であるか否かが判定される。９０％ＲＨ未満であれば
（ステップＳ１０５：ＮＯ）、ステップＳ１０６へ進む。９０％以上であれば（ステップ
Ｓ１０５：ＹＥＳ）、ステップＳ１０７へ進む。
【００５０】
　ステップＳ１０６では、メイン電源がＯＮになっているか否かが判定される。メイン電
源がＯＮになっていなければ（ステップＳ１０６：ＮＯ）、ステップＳ１０２へ戻る。メ
イン電源がＯＮになっていれば（ステップＳ１０６：ＹＥＳ）、本処理は終了する。
【００５１】
　ステップＳ１０７では、エラー信号を出力する。その後、本処理は終了する。
【００５２】
　本処理によれば、内視鏡１がプロセッサとの接続が解除されている状態において、ステ
ップＳ１０２からステップＳ１０７の処理を行うことにより、温度および湿度が判定され
ると共に、温度１１０℃以上且つ湿度９０％ＲＨ以上となった場合にのみ、エラー信号が
出力され、表示手段１１０の点灯（エラー表示）が行われる。一度なされたエラー表示は
、例えば、作業者が所定の操作を行うまでは解除されない。その所定の操作は、例えば、
修理メンテナンス時に行われる。なお、上述のように、温度および湿度の判定基準は、１
１０℃および９０％ＲＨに限定されるものではなく、オートクレーブの処理条件等に応じ
て任意の値に設定・変更可能である。
【００５３】
　本発明は、内視鏡にリークがあるかどうかを容易に判定可能な手段を提供するものであ
る。内視鏡にリークがあれば、オートクレーブの滅菌工程時に高温高圧蒸気がいくらか浸
入することとなる。本発明は、内視鏡内部に高温高圧蒸気が浸入したことを、間接的に、
温度および湿度により判定することができる。また、この内視鏡はＬＥＤ等によりエラー
表示を行い異常を通知することができるため、作業者は、他の検査装置等を用いることな
く、且つ特別な作業を必要とすることなく、内視鏡のリークを発見することができる。
【００５４】
　また、温度センサを用いることにより、確実にオートクレーブの高温高圧蒸気下におけ
る内視鏡内部の湿度をモニタすることができる。
【００５５】
　また、異常は内視鏡に備えられたＬＥＤの点灯等により通知されるが、その通知は内視
鏡のメンテナンスをする作業者等が所定の操作を行うまでリセットされないため、本発明
はその異常のある内視鏡が誤って患者に使用されることを防止する効果を有している。
【００５６】
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　また、マイコン１０５は、本発明の実施形態の検出ユニット１００の一部品（チップ）
であるが、同時に、内視鏡１の固有情報を管理する機能をも併せ持つ。そのようなマイコ
ン自体は従来の内視鏡においても備えられていた。本発明では、従来の内視鏡が備えるそ
のようなマイコンに機能を一部追加するとともに、温度センサ１０１、湿度センサ１０２
やその他バッテリ１０８等の周辺部材を追加したのみの構成である。したがって、検出ユ
ニット１００は、その構成部材を全て新たに内視鏡に追加せずとも、従来から内視鏡に備
えられている構成を利用することができる。よって、本発明の内視鏡は、簡単な構成によ
りリークを検出する機構を備え得る。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】内視鏡の外観図である。
【図２】検出ユニットの機能ブロック図である。
【図３】マイコンの処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００５８】
　　１　内視鏡
　　１０　挿入部
　　４０　先端部
　　５０　鉗子口
　　６０　操作部
　　８０　コネクタ
　　１００　検出ユニット
　　１０１　温度センサ
　　１０２　湿度センサ
　　１０３，１０４　Ａ／Ｄ変換部
　　１０５　マイコン
　　１０６　エラー情報保持部
　　１０７　電源監視部
　　１０８　バッテリ
　　１０９　リセット手段
　　１１０　表示手段
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